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ハザードマップの種類 

宇部市を例にとると 

この他には 
     火山のハザードマップなど 

図等の出典は宇部市のHP www.city.ube.yamaguchi.jp/kurashi/bousai/map/index.html 



宇部市防災マップ 
宇部市の過去の浸水推定区域や災害危険区域のほか、 
災害時の避難場所などの情報を表示した地図 



宇部市洪水ハザードマップ 



宇部市洪水ハザードマップ 



宇部市高潮ハザードマップ 

※この高潮ハザードマップは、平成18
年度に山口県が実施した高潮浸水予測
に基づいて作成しました。  
その予測は、昭和の三大台風の一つで
ある枕崎台風が、大潮の満潮時に宇部
市に上陸する場合を想定しており、そ
の発生確率は概ね500年に1回程度に
なります。  
また、最も危険な状況（浸水量が最
大）を想定するため、それぞれの海岸
において水位が最大となるように、波
の向きが概ね直角に当たる想定をして
います。  
さらに、厚東川と真締川においては、
河川の増水も考慮されています。  
これらのことをご理解の上、ご覧くだ
さい。 
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宇部市津波ハザードマップ 

本市では、平成25年12月に山口県が発表した津波浸水想定を基に、将来発生する
可能性が大きい「南海トラフ巨大地震」・「周防灘断層群主部の地震」による津
波災害に備えるために「宇部市津波ハザードマップ」を作成しました。この津波
ハザードマップは、最大クラスの津波が悪条件下で発生した場合に想定される浸
水域と浸水深を記載していますが、地震・津波は自然現象であり不確実性を伴う
ものであるため、被害の範囲を決定するものではありません。自宅や職場などの
最寄りの緊急避難場所を確認するとともに、日頃からどこに避難するかを考え、
いざという時に備えましょう。 

●護岸や堤防は、地震により倒壊・沈下し機能しないという計算条件で、浸水域 
 や浸水深を記載しています。  
●このハザードマップでは、津波の河川遡上は厚東川のみしか考慮されておりま 
 せん。その他の河川についても津波が遡上する可能性があります。  
●浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地 
 盤変動や構造物の変状などに関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸 
 水が発生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場合があります。  
●浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあ 
 ります。  
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ハザードマップの作り方のまとめ 

関与する機関 
 １．国、都道府県、市町村がかかわるもの： 
  ・国が前提条件を決定 
  ・都道府県がその前提条件に基づいて計算 
  ・市町村が都道府県の計算結果を用いてHMを作成 
  例：津波HM、一級河川の洪水HMなど 
 

 ２．都道府県、市町村がかかわるもの： 
  ・都道府県が前提条件を決定、その条件のもとに計算 
  ・市町村が都道府県の計算結果を用いてHMを作成 
  例：高潮HM、二級河川の洪水HM、揺れやすさHM、土砂災害HMなど 
 

 ３．市町村だけで作成するもの： 
  ・市町村が独自に作成 

  例：宇部市防災マップ 

前提条件の決定は、国や都道府県の検討委員会で決定 
市町村は作成のための委員会で検討 
 ・メンバーは県、市の担当者、地域住民の代表者、専門家、コンサルタント 
 ・形式：冊子＋地図、地図のみ、カレンダー方式など 
 ・記載内容、表示の仕方など 
  提供する情報、災害の原因、避難方法、前提条件、利用に際しての注意など  


